
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR広島病院だより 

年末号 

 2017 年の年末にあたり、御挨拶申し上げます。 

今年も、いろいろな意味で激動の年だったように思います。アメリ 

カの大統領がトランプ氏に代わり、世界の情勢は不安定さを増し、 

北朝鮮の核・ミサイル問題が深刻化するなど、とても穏やかな年と 

はいきませんでした。一方、広島におきましては、広島カープの 2 

年連続のリーグ優勝、被爆者の方々の長年にわたる核廃絶へ向けた努力が、ICAN のノーベル

平和賞の受賞に繋がるなどの明るい話題もありました。 

 当院におきましては、新病院への移転からまもなくまる 2 年を迎える中、移行期の慌しさも

おさまり、院内の体制もほぼ定まった状況で診療が行なえた 1 年でした。また、従来からの診

療内容の更なる向上を図る中、今年の 4 月にリウマチ膠原病科の開設もあり、いくつかの課題

を抱えながらも診療機能の充実が緩やかではありますが一歩一歩進んでおります。まだまだ、

善処すべき課題がありますが、今後も職員それぞれの力を生かしながら、更なる地域貢献をし

ていきたいと存じます。 

皆様方には、今年も様々な御芳情を賜りましたことに厚く御礼申し上げますとともに、来る

年が幸多き年となることを心よりお祈り申し上げます。 

  

                          

 

年末のご挨拶 

 

 

 

当院では、平成 30 年 4 月

の開園を目指して院内保

育施設「のぞみ保育園」の

建設を進めております。 

この保育園では、育児休業

中の復職支援、子供の病気

罹患時対応など、病院職員

が安心して働ける環境を

目指しております。 

工事中につきご迷惑をお

掛けすることもあるかと

思いますが、ご理解のほど

よろしくお願い致します。 

保育所 建設中です！ 

JR広島病院 院長 小野栄治 



 

 

 
T O P I C S 

■感染管理ネットワーク 

「広島市東区感染管理ネットワーク」を立ち上げ

ました。 

このネットワークは、広島市東区の医師、看護師、

薬剤師、臨床検査技師等の医療・介護に従事する者

が一堂に会して、感染対策の課題について検討し、

相互の知識向上を図ると共に、医療機関、行政機関

が密接に連携して地域の感染対策の質向上を目的

にしています。今後の主な活動として、感染症や感

染管理に関する実態調査、アウトブレイク発生時

の改善支援、感染対策に関する相談窓口の開設、パ

ンデミックインフルエンザや災害時の感染対策に

関する医療機関・行政機関連携、定期的な講演会開

催等を行う予定です。 

（広島市東区感染ネットワーク事務局 新田） 

 

 

 

広島市立二葉中学校吹奏楽部の皆様にお越し頂き、12/16（土）

当院二階にてクリスマスコンサートを開催致しました！ 

「それいけカープ」や「アンパンマンマーチ」、「ＹＭＣＡ」など

元気いっぱいの曲もあれば、冬のメドレーなど落ち着いた曲もあ

り、皆様と一緒に充実した時間を過ごすことができました。 

クリスマスらしさを感じられると共に、最後は患者さんにメッセ

ージカードもお配り頂き、心温まる演奏会でした。 

二葉中学校吹奏楽部の皆様、素敵な演奏をどうもありがとうござ

いました！ 

■オープンカンファレンス 

■クレーム対応研修会 

■消防訓練 

■クリスマスコンサート 

オープンカンファレンスは、地域の医療従事者に開

放した当院の研修活動として開催しております。広

島鉄道病院時代の平成 9 年 2 月に第 1 回が開催さ

れてから、通算して第 59 回目の次回オープンカン

ファレンスは、平成 30 年 3 月 14 日（水）に当院

大会議室にて午後 7 時より開催する予定です。広島

大学内科学第二の服部登教授にお願いし呼吸器疾

患のご講演を予定しておりますので、多数の参加を

お待ちしています。年 2 回の定期的開催に加え臨時

開催も可能ですので、院内外問わず講師の推薦など

あれば、当院地域連携室までお問合せください。 

082-262-1171 
 
082-262-1499 （代表） 

12/19(火)に、消防訓練を実施致

しました！ 

出火元は 5 階西病棟。皆さんと

ても真剣に、素早く行動されて

いました。声掛けと状況報告が

課題となりました。 

当院の保安対策室の石上室長（元広島県警機動隊

隊長）を講師に、10/18（水）苦情対応について研

修を実施しました。苦情は病院を良くしたい気持

ちからの苦言であること、それに耳を傾け病院と

して共有し改善することで地域の皆様に信頼され

る病院づくりにつながること等を再確認出来た研

修となりました。 

 


